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イタリアの文化は極めて複雑だ。長い歴史をもち、共和制、法学、工学、芸術、金融、
財政など多くの西洋の制度や学問の起源に関わっているだけでなく、フランスのパリやイギリスのロンドンのような一つの中心が存在し、同質の文化を有するとは言いがたいからである。イタリアとは伝統と独特の感性をもつ文化のパズルである。イタリアとは複数である。文化は単一でな 多様であり、多くの重要な中心都市、すなわちナポリ、ローマ、フィレンツェ、ボローニャ、フェラーラ マントヴァ、ヴェニス トリエステ、ミラノ、ジェノヴァ、トリノを拠りどころにしている。それぞれに伝統をもち 作家や学者を抱え、文化的繁栄の時代がある。一八世紀にヴィーコやゲーテが訪れたナポリ。ズヴェーヴォ、ジョイスといった二〇世紀初頭のトリエステ。トリノには一九世紀末、アミーチ 、ロンブローゾ、ニーチェもいた。一九六〇年代にはアルテ・ポー ェラがいる。ルネサンス
期のフェラーラとマントヴァにはアルベルティやマンテーニャ、二〇世紀にはキリコ
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